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l)静岡県立総合病院 2)静岡県立大学 3)杏林大学
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［要旨］

目的 ：母親に育児不安をもたらす要因と、それを軽減するような夫からの支援方策を明らかにする。

方法 ：文献調査研究。キーワードを「育児不安」 and「支援」 and「配偶者or夫」 or「コミュニケーショ

ン」とし、医中誌Webで29件を抽出、さらに、書籍や関連ホームページから17件追加した。検

索文献の対象期間は1999年から2010年である。

結果 ：育児不安への影蓉要因には、育児を一人で担う負担感、社会からの孤立感、疲労、育児で生じた

問題に対する対処行動をとることができないなどが抽出された。育児不安を生じた時に支えとな

るのは周囲からの支援であり、特に、夫からの支援が重要で、夫の育児参加、夫婦間の会話が育

児不安を軽減する。すなわち、夫婦共に情緒的支援が良好であると認識している者は、コミュニ

ケーションが充実し、育児不安が低いことが示された。

結論 ：母親の育児不安を軽減するためには、夫の育児参加や、夫婦間の言語的コミュニケーションが重

要であることが明らかとなったが、育児期の夫婦間の言語的コミュニケーションの具体的な内容

について明らかにすることが今後の課題である。

【キーワー ド】

育児不安、育児支援、コミュニケーション

【緒言】

平成21年度に、全国201か所の児童相談所にお

いて児童虐待相談として対応した件数は44,210件

である！）。これまでで最多の件数であり、前年度

の42,664件から1,546件増加し社会問題となってい

る。児童虐待の約62％は母親が加害者であり 21、

この児童虐待の多くは育児不安が原因であると言

われている。育児不安は誰にでも起こりうるもの

であり、育児に伴う不安や疑問は誰にでも付きま

とうものである。また、育児不安があることが問

題ではなく、不安の蓄積により通常の判断力や情

緒のバランスを失うことや過度の育児不安が重な

ることで子どもの虐待に発展することが問題であ

る3)と言われていることから、児童虐待を防ぐた

めには育児不安を蓄桔させない取り組みが重要で

あるといえる。伊吹らは、近年の核家族化 ・嵩い

離婚率．少子化などが母親の育児不安の原因であ

り、夫からの精神的支援があれば母親の育児不安

は軽減すると述べている 4)。岡本は、夫が「育児

の会話」「育児の相談相手」「母親への気遣い」を

いつもしている場合に、母親の育児不安得点が低

かったと述べ5)、育児期の母親にとって夫の存在

が重要であることを指摘している。

本研究は、夫からの育児支援に関する基礎資料
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とするために、母親に育児不安をもたらす要因に

ついて探索した上で、それらの要因を軽減するよ

うな夫からの支援の在り方を明らかにすることを

目的とした。

【目的】

母親に育児不安をもたらす要因について明らか

にした上で、それらの要因を軽減するような夫か

らの支援を明らかにすることを目的とし、以下の

下位目標を設定した。

下位目標

1. 育児不安の要因を明らかにする

2.育児支援について明らかにする

3. 夫からの言語的コミュニケーションの重要

性について明らかにする

【研究方法】

1.研究デザイン：文献調査研究

2. 調査方法：医中誌Webにおいて、キーワー

ドを「育児不安」 and「支援」 and「配偶者or夫」、

「育児不安」 and「配偶者or夫」 and「コミュニケー

ション」とした検索の結果、500件が抽出された。

基礎研究を原著論文にしぼり、そのうち、タイト

ルならびに要旨から本研究の内容に当てはまるも

のを入手し、クリティ ークしたうえで29件を選択

した。さらに、書籍12件と、厚生労働省、総務省

などのホームページから 5件選択した。これらの

データより基礎的研究の中で明らかにされている

ものをまとめた。

3 検索文献の対象期間 1999年から2010年

4.用語の定義 ：

育児 ：育児とは、乳幼児を育てることで、授乳や

離乳、食物を与えることなど子どもの生理的欲求

を満たす活動とともに病気や危険からの保護や睡

眠、排泄、食事、 言語などに関する基本的生活習

慣のしつけなどの活動が含まれる。また、育児に

関する行動や意欲についても含まれる。

育児不安：育児のなかで生じるイライラ感や不安

感などの感情で、育児意欲の低下、育児困難感を

もたらすもの。母親が育児をする中で生じる不安

や心配、自信のなさ、育児意欲の低下。

【結果】

I.育児不安への影孵要因について

文献検討の結果、育児不安への影孵要因として、

l)育児を一人で担う負担感、 2)社会からの孤

立、 3)疲労、 4)対処行動の不足が抽出された。

1)育児を一人で担う負担感

伝統的に三世代、四世代家族、拡大家族が中心

であった時代には、子育ては親を中心としつつも

家族や、親族、あるいは近隣によるインフォーマ

ルな支援・援助関係のもと行われていた。そして、

家族に何か問題が顕在化したときには、重陪的な

支援や援助が存在していた。しかし、戦後の高度

経済成長に伴う人口移動は、家族・家庭の小規模

化を促進させると同時に親族関係 ・近隣関係の希

薄化ないしは崩壊をもたらし、インフォーマルな

支援 ・援助関係は失われてしまった6)。核家族が

増加したことにより、祖父母や親族などと同居す

る大家族が減少し、現代では子育てにおける母親

の負担は大きくなっている。育児は、初めて経験

する出来事が多く、社会においても育児を母親が

するという風潮が残っており、育児に対して負担

感を持つ母親たちが多い。松原らは、母親の育児

不安を軽減し、母親を含めた家族に対する有効な

育児支援を行うために、乳児のいる母親の育児不

安に家族機能（母親が家族として、なすべきこと

が達成していると認知している家族機能の充足

度）がどのように影評するかを明らかにすること

を目的とし調壺しているが、その結果は、家族機

能が充足されていない母親ほど、育児不安得点が

高かったと述べている”。 また、家族の家事協力

は育児負担感を軽減し、子育て満足感を高め、良

好な育児環境だと感じさせていた。そして、近隣

地域の育児環境により、子育て女性の育児不安や

負担感を軽減させることができ、豊かな地域環境

を創造することは子育て女性の心の安定につなが

ることが明らかとなっている 8)。

2)社会からの孤立感

現代の育児環境は、核家族化の進行により母親

と子という 1対 1の密室的な環境になりやすく、

母親は孤立しやすい環境である。核家族化は、親

族関係 ・近隣関係が希簿化し、育児に関する支援

も希薄化することで母親は孤立化する。育児は失
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敗して繰り返し反復して習得するものであるが、

孤立化した母親は、大切な子どもを扱うという、

失敗が許されないものと思い込むため、母親たち

には間違った育児をしたらどうしようという不安

が募るばかりである。このような育児現境を解消

するためには、母親を孤立させないことであり、

母親が孤立しないように誰かがサポートすること

が重要となる 9)。また、原田は、孤立化した育児

環境は、母親の育児において「イライラ感」や

「負担感」を増大させている。「イライラ感Jを訴
える母親は、子どもへの体罰を多用し、子どもに

対する拒否感も非常に強いことがわかっている。

イライラ感の原因は、「子どもの要求がわかりに

くい」、「子どもにどう関わっていいか迷うことが

多い」、「育児に自信が持てない」、「子どもを産む

前にイメージしていた子育てと現実の子育てとの

ギャップが大きい」、 「育児での心配や不安が多

い」、「育児での心配が解決されないままや放置さ

れている」、「夫婦関係」などを挙げているlO)。っ

まり、子育てについて話し合わない夫婦、子育て

が母親任せになっている夫婦では、母親の「イラ

イラ感」が強くなっていることを示している。

阿部は、 1歳6か月、 3歳児を第 1子とし、第

l子のみを持つ母や675名を対象とし、母親のラ

イフスタイルと充実感を知り、育児不安との関連

性を検討した結果、趣味に時間を割いている母親

は、時間を割いていない母親に比べて育児不安は

弱いと述べている 11)。宮本らは、育児不安の強い

母親の特性として、夫の帰宅時間が遅く夫と育児

をしているという感情が希渾で、気軽に話せる友

人がいない、 2人以上の子どもを持つ、専業主婦

などを挙げ、一方、地域活動・学習活動参加のた

めに外出する類度が多いほど育児不安は弱くなる

傾向があることが明らかとなったと述べている

121。また、鶉山らは、産後 1ヵ月の母親が必要と

しているソーシャル・サポートとして、く日常生

活への手助け＞＜人からの情報＞＜人とのつなが

り＞＜自分への理解＞という4つのカテゴリーを

抽出している13)。

近年、インターネットや携帯電話の進化 ・普及

により、様々な育児情報が容易に収集できるよう

になっている。平成20年度の総務省による「通信

利用動向調査」では、情報通信機器の世帯保有

率は携帯電話が95.6%、パソコンの世帯保有率は

85.9％で、インターネット利用率は91.1%に及ん

でおり 141、パソコンや携帯電話からの情報収槃が

中心となってきている。中山らの調査によると、

子育てが忙しくて母親が情報を収集できないこと

から、もっとも希望する育児情報の情報公開手段

は「広報誌を自宅まで郵送する」てあった。次い

で「新聞・テレビ・ラジオ」「ホームページ公開」「イ

ンターネット」「保健福祉センター窓口や健診時」

などであったと述べている 15)。育児に関する情報

収集についても、人を介さないメデイアなどの情

報収楳を希望する傾向となっている。

3)疲労

藤井らは育児不安の認識と自己効力感、育児満

足感との関連を検証し、子育て支援の方向性を見

出すことを目的として、 3ヵ月健診を受けた母親

333名に調査を行っている。その結果、子育て不

安を感じている母親は、不安を感じていない母親

に比べて「自己効力感」「育児満足感」「夫の育児

への関わり」が有意に低く、「蓄栢疲労感」「役割

葛藤」が有意に高かったと述べている161。 また、

岡本らは、育児グループに参加している母親を対

象に、母親の主観的健康観、疲労感と父親（夫）

の育児参加の状況について調査を行ったところ、

92％の母親が主観的健康観はよいと答えているに

も関わらず、疲労感を訴えている母親は88%と高

率であったと述べている17)。服部らは、疲労の自

覚症状訴え数は、時間を経過するにつれて有意に

上昇していたと述べ、産衡期のマタニティブルー

の出現率は産後6、13ヵ月の育児不安や疲労度に

有意な相関関係を示し、産褥早期の心の状態がそ

の後の母親の疲労度に影評があることを示してい

る1810 

4)対処行動の不足

少子化・核家族化である現代の子育て環境は、

人との関わりが希簿化しており、平成21年国民生

活基礎調査によると、核家族世帯数は9361千世帯

で、全世帯の76.0%となっている 19)0 

育児中に生じる問題や不安に対して、母親自身

が対処行動を見出していくことが重要であるが、

山口らは、 産後 lヵ月健診に訪れた母親129名に
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産後1ヵ月の母親の育児に対する対処行動の実態

を調資し、対処行動と育児不安、ソーシャルサポー

トとの関係を検討し、効果的対処行動と、悪循環

的対処行動の 2つの対処行動を明らかにしてい

る。すなわち、気分転換しながらまわりのサポー

トを求める行動など効果的対処行動を選択したも

のは68.8%、予期不安が強く、問題を回避したり、

自暴自棄になったり、また、代りの物で代fi団する

悪循環的対処行動を選択したものは31.2％であっ

た。対処行動が悪循環的であるほど育児不安は弛

くなり、育児不安が強いほど対処行動は悪循環に

なりやすいという相互関係が認められ、相談相手

の人数が多いほど、また、実母からの手段的サポー

ト満足度が高いほど効果的対処行動をとりやすい

と述べている20)。

II. 育児支援に関して

1. ソーシャルサポー トとは

ソーシャルサポートとは、「狭義には個人が取

り結ぶネットワークの成員間で、個人のウェル ・

ビーイングを増進させる意図で交換される心理

的・物理的資源を言う 。また、狭義の概念には、

社会的統合や社会的ネットワークも含まれる」と

定義されている21)。すなわち、ソーシャルサポー

トとは、物質的援助ではなく、ソーシャルネット

ワークといった人間関係によりもたらされる援助

のことである。

対人関係におけるソーシャルサポートは、大き

く分けて「情緒的サポート」と「道具的サポート」

がある。情緒的サポートは、個人が問題を抱えて

いるときに共感的に話を聞くこと、情緒的援助と

受容を提供してくれること、道具的サポー トは、

一緒に動いたり、家事や子どもの世話を手伝った

り、道具を準備してくれたり 、金銭を貸してくれ

たりといった実際的な援助の提供と定義され必要

な時に具体的な援助が行われるという特徴をもつ

22)。人は様々な‘ノーシャルサポートを受けながら

生きている。育児の中で受けている様々な援助も

ソーシャルサポートである。

育児期における母親へのソ ーシャルサポート

は、家族や近親間で行われるものや、保健医療機

関や地域社会で行われるものなどがある。星の調

査でも、育児に対するサポートは、ほとんどの状

況において夫、自分の親、義理の親によって担わ

れていたと述べ23)、産後1~3ヵ月の母親たちへ

の支援としては、家族による支援が中心となる。

2.夫以外の家族によるサポート

島田らは、産後1ヵ月の母子の心配事、母親が

希望する子育て支援サービス、および育児環境を

明らかにすることを目的として、全国47都道府県

から層化無作為抽出法により、種々の出産施設合

計454ヵ所の 1か月健診に来所した母親3852名を

対象とし、自記式調査票により調査した。その結

果、出産後の退院先は60％が実家で、親の役割が

増加していると述べている24)。上山らは、母親の

妊娠末期から産褥 lヵ月の問題体験に対してどの

ような対処行動をとったのか、そこには誰から

ソーシャル ・サポートが提供されたのかを客観的

に評価し、その結果、サポート提供は、夫、実父

母、姉妹、 祖母、友人、医療者であ り、対象者の

おかれている状況や体験の内容によって差があっ

た25)。星は、育児支援ネットワークの構成が子ど

もの数と理想、出産 ・育児における不安や苦労に

与える影孵を検証し、育児支援を担っている人の

構成を類型化したところ、「夫中心」型、「夫＋自

分の親」型、「夫＋義理の親」型、「自分の親中心」

型の4パターンが析出されたと述べている23)。榮

は、産後 1ヵ月における育児協力者は、夫、実母、

義母の三者であり 、褥婦の身近にいる家族が担っ

ていたと述べている26)。谷口は、「祖父母は、母

親にとっては子育ての先輩であり、よき理解者・

援助者となりうるが、その反面、過干渉や過保殿

といった養育態度の違いなどから、母親が負担を

強めてしまう恐れもある」と述べている27)。

これらの先行研究から、母親への支援者には実

父母、義父母、兄弟姉妹、医療者等の存在があ

り、特に、里帰りをしている母親の多くにおいて

は、親族によるサポートが中心となっていると言

える。

3.夫によるサポート

斧出は、男性の家庭志向／育児志向について調

査した結果、仕事よりも家庭を重視した「家庭志

向」は44.7%、家庭と仕事の中間の位置を選んだ

「バランス型」は38.1%、仕事を重視した「仕事
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志阿」は17.1％と報告し28)、男性は家庭を重視し

てきている傾向があった。

育児不安が起こる背景には、母親が孤立すると

いう要因があり、育児不安を抱え孤立する母親た

ちをサポー トすることが重要となる。育児不安を

抱えた母親をサポートすることにおいて特に重要

なことは、母親の一番身近にいる夫のサポートで

ある。

夫の育児参加については、 1999年9月に施行さ

れた「男女共同参画社会基本法」第6条の「家庭

生活における活動と他の活動の両立」においては、

「男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男

女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育

家族の介設その他の家庭生活における活動につい

て家族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、

当該活動以外の活動を行うことができるようにす

ることを旨として、行わなければならない」 29)と

父親（夫）の役割について述べられている。また、

育児・介談休業法でも、子育て期間中の働き方や

父親（夫）も子育てができる働き方について述べ

られ、近年父親の育児参加が政策課題の中に組み

込まれており父親（夫）の育児参加について考え

ていく必要がある。

前田らは、育児不安の軽減を目的に現代の育児

不安について、対人関係、ソーシャル・サポート

に焦点を当て、地域における育児支援の効果的方

法について検討しており、夫が育児に協力してい

る、または夫とよく話すと認知している母親群は、

そうでない群より育児不安が低かったと述べてい

る30）。 北村らも、夫の育児参加の状況が母親の育

児不安にどのように影孵しているかについて検討

し、夫の育児参加を促すことが母親の満足度を増

し、育児不安を軽減することが確認できたとして

いる31)。宮本らは、育児不安の強い母親の特性と

して、夫の帰宅時間が遅く、夫と共に育児をして

いるという感情が希渾で、気軽に話せる友達が少

ないことを12）、また、谷口は、夫の子育てに関わ

ろうとする気持ちが母親にとって精神的な支えに

なるものであると述べている28)。小林らは、 生後

1ヵ月児を育てる母親が感じている育児に対する

困難感の実態とそれに与えている要因を明らかに

することを目的に調査したところ、母親の2~3

割が、子育てに対して自信の無さ、精神的な不調、

子どもの扱いにくさを感じ、さらに、夫との関係

や家族との関係に対して否定的に捉えていたこと

を報告している訟）。

塩沢らは、出産後早期の父親 （夫）の育児家事

実施意欲に関して、母親の期待、性役割態度、出

生前教育との関連を調査し、その結果、出産準

備教育に参加した夫は参加していない夫に比べ

て育児家事実施意欲が有意に高かったこと (p

=0.027)、夫は母親に比べると性役割に関して伝

統主義的なものが多かったこと、そして、性役割

に対して平等主義的な父親（夫）は育児家事実施

意欲が高く、性役割に対して平等主義的な母親は

父親の育児家事実施に対する期待が高かったこと

を見出している331。また、芳賀らは、 子供を持つ

父親（夫）と母親の育児に対する意識と育児参加

の実態を比較検討し、母親はほとんどの育児・家

事を担い、父親に今以上に育児に関わって欲しい

と考えていることを明らかにしている34)0 

4. 夫との会話

岡本は、 1056人の母親を対象に、母親の生活習

慣や育児の状況、父親の育児行動の現状及びそれ

らと育児不安との関連について分析することを目

的に調査し、父親 （夫）が「育児の会話」「育児

の相談相手」「母親への気造い」を常に行ってい

る場合に育児不安得点の低い母親が多かったこと

を示している叫石橋らは、 夫婦の育児に対する

考え方の違いが、お互いの育児不安にどのように

影評するのかを調査した結果、父親（夫）・母親

ともにコミュニケーションが充実し、また、生活

に満足しているほど不安度が有意に低かった （父

親p<0.0001、母親く0.001)という結果を得てい

る35)。渡議らは、育児に対して夫が「夫婦主体」

観をもつ夫婦は、そうでないものよりも夫婦の対

話時間が長い傾向にあり、また、夫との対話満足

度が高い妻ほど、育児不安が低く、 妻の育児役割

に対する満足度も高かったと迩べている36)。これ

らの先行研究より、夫による精神的なサポート

や、夫との会話は、育児期の母親にとって重要な

サポートであると言える。

金粕らは、父母の育児不安と夫婦間の情緒的支

援の関連性を明らかにし、育児期の父母の育児不

-53-



育児期の母親への夫からの支援に関する文献調査

安を軽減する支援を検討することを目的に調査を

行っている。その結果、相手に希望する情緒的支

援は、父親（夫）では初産経産ともにスキンシッ

プをとってほしい、母では言葉で愛情を示してほ

しい（初産）、協力の姿勢を取ってほしい（経産）

であった。情緒的支援 ・ 育児不安 • 愛着の関係は、

夫婦共に情緒的支援が良好であると認識している

者は夫姉間コミュニケーションが充実しており、

夫婦間コミュニケーションが充実している者は児

への愛着行動が高く、児への愛培行動が高いもの

は育児不安が低いという結果であった37)0

一方、育児中の夫との情緒的支援に関する実態

についての調査を脇田らが行っている。本調査は、

妊娠32~33週の初産婦69名、経産婦30名ならびに

産後 1カ月の初産婦65名と経産婦34名、出産後6

カ月の初産婦72名と経産婦52名の合計322名を対

象に、妊娠出産が母親の心理にどのような影開を

もたらすのかを明らかにする目的で、夫の新密度

や夫からのサポートに対する満足度についての調

査であるが、初産 ・経産婦ともに夫からの情緒サ

ポート（気持ちの理解と励まし）には不満が認め

られ、特に経産婦は有意に不満が強かった (p<

0.05) という結果であった381。これは、 夫の母親

への情緒的サポートが母親にとって満足できてい

ないという現状を示すものであった。

皿夫婦の言語的コミ ュニケーションの重要性

コミュニケーションとは、情報のやりとりであ

り、何らかの意味ある表象を伝達する過程である。

コミュニケーションには言語的コミュニケーショ

ンと非言語的コミュニケーションの二つがある。

他者との関係においてある心理状態を伝達する過

程である対人コミュニケーションのうち、言語的

コミュニケーションは、 言語による意味を手がか

りとする概念であり、非言語的コミュニケーショ

ンとは、言語以外の手がかりからなる過程である

391。板場は、異文化コミュニケーションにおいて、

メッセージが容易に伝わるのであれば学習を必要

としないが、非言語メッセージの場合、それが言

語によらないだけでなく、非常に微妙かつ表現者

も気づいていないものが多く、思慮深さを伴った

学習が特別必要となるとしている4010 

先行研究では、夫婦の会話の時問や醤が育児不

安を軽減する効果を有することが明らかにされて

いる36)37)。伊藤らは、夫婦間の会話の豊かさが空

虚感や圧迫拘束感を低減し、相手から情緒的サ

ポートを受けていると感じさせることの重要性を

指摘している41)。そのため、夫婦間のコミュニケー

ションが、言語的・非言語的両者ともに重要とな

る。王は、情報化社会と言われる現代社会では、

価値ある情報を正確に伝達し処理する手段は、人

間にとって最も重要な情報収集の媒体である言語

の他にはないと述べている42)。望月は、夫婦間の

コミュニケーションは、言葉だけではなく眼差し

や表情、態度やそぶりなどを通じて行われるが、

その中心はやはり言葉による会話であるとしてい

る。また、夫婦間の会話は、お互いに相手の知ら

ない領域で生じた言葉について知らせ合う 「知ら

せ合い」、生活上生じた問題について互いの意見

を交換し意思決定する「課題解決」、 さまざまな

生活の場で生じだ悩み、苦しみ、 不安で偽ついた

心を癒す 「情緒的治療の会話」の 3つの種類があ

り、それぞれが適切に行われて、初めでし、の交流

のある夫婦関係が形成されると迩べている43)。金

粕らの調査では、相手に希望する情緒的支援の内

容は、母では言葉で愛情を示してほしい（初産）、

協力の姿勢を言葉で示してほしい（経産）であっ

たとしている37)。また、ニッセイ基礎研究所の調

査によると、都市部に住む20~60代の夫婦間のコ

ミュニケーションの状況は、夫婦間にほとんど会

話のない「沈黙型」が36.4%、「妻だけ会話」が8.5%、

そして夫婦が話し合う「対話型」が22.7％であっ

たこと、さらに、年代別にみると、若い世代、つ

まり新婚期には「対話型」の比率が高いが、育児

期になると「妻だけ」が急増し、中年期夫婦では

「沈黙型」が大多数となる傾向が明らかにされて

いる。また、育児期になると「妻だけ会話型」が

急増する理由には、育児との関連が大きく、子育

てをめぐる問題処理が母親である妻の担当すると

ころとなり、妻の家族への関わりが深まり、夫へ

の働きかけが活発化する。 したがって、「妻だけ

会話型」の増大は、妻から夫に対して救いを求め

る声ゆえであると解析している44)。石は、母親側

の要因である夫に対してのコミュニケーション・
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スキル（「記号化」 「解読」「統制」の 3次元）と、

母親が認知した「夫からのサポート」 および育児

不安三者関係を検討し、意図や感情を相手に正確

に伝える「記号化」スキルが高いほど、夫からよ

り多くのサポートを受けていると認知する傾向が

あり 、その結果 「育児不安」が低減されるという

直接的効果が顕著に言忍められたと述べている45)0 

母親が夫の情緒的サポートや、夫婦の会話に満足

すること、育児不安を軽減することに関して夫が

母親の希望を理解するためには、言語的コミュニ

ケーションが重要になると言える。

［考察】

1.育児不安の要因からみた支援のあり方

育児不安の影聘要因には、育児を一人で担う負

担感、社会からの孤立感、疲労、育児で生じた問

題に対する対処行動の不足が挙げられた。これら

の要因をもとに以下に育児支援のあり方について

考察する。

近年、核家族化、少子化が進んでいる。昭和初

期までの日本の家族形態は、三世代、四世代といっ

た大家族が中心であった。このような家族形態に

おいて、育児は家族などの親族によ って行われて

いた。しかし、核家族が増加している今日、育児

は母殺が主に担い、母親に育児がのしかかってい

る現状にあると考えられる。育児中の母親たちは、

日々育児に追われる生活をしていることが多く、

育児支援を求めるといった行動を起こすことも困

難な状況にあるとも考えられ、周囲が母親の罹か

れている状況を理解していく必要がある。また、

育児負担を軽減するために、地域として母親の支

援を行っていく必要がある。育児は母親だけのも

のではなく、コミュニテーとして支援する、その

一策として、公的な育児支援サービスを増やすこ

とも重要であろう 。

母親の育児環境は、閉鎖的で母親と子どもとい

う1対 1の密室的な環境になりやすい。育児に身

を拘束され、社会から取り残され、母親たちは孤

立感を抱きやすいと考えられる。また、母親に育

児支援者が不在である場合も同様に孤立感を抱き

やすくなる。孤立感を軽減するためには、親族は

もちろん近隣関係も希薄化しないようにすること

が重要である。また、母親と同じように育児をし

ている、気軽に話すことができる仲間と関わるこ

とで孤立感を軽減することができると考えられ

る。また、育児から離れる時間を持ち趣味などに

没頭できる時間をもつことにより 、社会からの孤

立感を減少させることができる。しかし、 育児支

援者が存在していても、孤立感を持つ母親も存在

すると考えられる。産褥期には涙もろさ、抑うつ、

気分易変性で、イ ライラや不安などの症状を主症

状としたマタニティーブルーズを生じやすく、 産

後うつ病へ移行することもあり、育児期の母：親た

ちの心情は不安定になりやすい状況にあると言え

る。母親を支援する時には、ゆっくりと話を聞き、

母親が訴える問題に対して理解を示し、常に気に

かけているといった精神的サポートを継続的に周

囲が行っていく必要がある。また、妊娠初期の段

階より、妊産婦の仲間作りができる場を母親学級

などの場で梢極的に提供していく必要がある。

育児は重労働に値し、疲労が蓄積している状態

であると考えられる。特に、初産婦の場合は育児

経験がほとんどなく、育児に対して不慣れな場合

が多いため疲労が蓄積していると予測される。心

身の疲労の蓄積は、育児不安を増強させ、 子ども

にゆとりを持って接することができず虐待へとつ

ながる可能性もあると考えられる。母親の疲労を

減少させるためには、母親の育児猿境を取り巻く

夫を中心とした家族などの育児支援者が、家事や

育児をサポートしていくこと、また、地域と連携

し、母親の健康状態を個別的 ・継続的にフォロー

していく必要がある。

核家族・少子化が進んだ現在では、人との関わ

りが希薄化し、母親たちの育児環境は密室化、孤

立化している。密室化・孤立化した塚境の中にい

る母親は、育児の中で何か問題が生じた時に、 一

人で抱え込み、問題解決方法を見いだせない状況

になりやすい。その結果、育児での不安が蓄積し

過度の育児不安に陥りやすいことが推測される。

密室化・孤立化した環境の中では、 インターネッ

トなどのメディアを利用して、育児での問題を解

決しようと試みるのも一法である。インターネッ

トなどの情報は、育児で多忙を極めている母親た

ちにとっては、身近で簡単に情報を得ることがで

-55-



育児期の母親への夫からの支援に関する文献調査

きるという利点があるが、情報が氾濫し混乱を招

きやすい。また、情報通りに育児ができないこと

でさらに不安に陥ってしまうことも考えられる。

育児の中で起こった問題に対しての対処行動をと

ることができるためには、さまざまなメデイアに

よる情報も重要であるが、ママ友などの同じよう

に育児をしている仲間を作ること、育児の先蔀で

ある先猜ママ友などから情報を得ていくことが対

処行動をとるうえで重要であると考える。密室か

つ孤立化した環境の中で、同じように育児を して

いる仲問を作ることは簡単ではないため、母親学

級や両殺学級を行っている地域や、医療施設で仲

間作りの場を提供していくことが重要である。ま

た、地域で行われている、育児サークルなどの情

報を周知させる必要がある。その他、地域や医療

施設で、妊娠期から育児期まで継続的かつ個別的

に支援していく必要があろう。

2.母親への夫からの支援のあり方

育児期の母親の環境は孤立化・密室化しており、

そのような環境では、最も身近にいる夫の存在は

重要であると考えられる。それは、夫の育児参加・

協力や夫との会話により軽減されるという結果か

らもわかる。分娩後の母親達は、一過性に生じる

軽い抑うつ症状を生じるマタニティーブルーズを

発症しやすい。マタニテイーブルーズは産褥10日

までに発症し、 2週間未満で自然に消失すると言

われているが、産後うつ病や産褥精神病の引き金

になることがあると言われている。このように、

産後精神状態が不安定な時期においては、育児ヘ

の参加・協力も重要であるが、母親の精神面への

支援が重要となる。

また、先行研究の結果は、夫に対する情緒的サ

ポー トの必要性を認めているが、現実的には初産・

経産婦ともに満足していないことを明らかにして

いる。夫婦間の会話が母親にとって十分ではない

と推察され、夫の母親への言語的コミュニケー

ションの在り方を具体的に明らかにする必要もあ

ろう。言語的コミュニケーションを指導すること

で、夫が母親の育児不安を軽減することができる

ようになる可能性がある。

一方、夫の心情に目を向けてみると、出産後の

母親にしばしばみられるマタニティー ・ブルーと

同様に、強さや長さは異なるが、父親（夫）の約

62％が経験する「こども誕生ブルー」という抑う

つ感情があり、それは、誕生後3ヵ月ほどで解消

し、落ち着いた平常の状態に戻るとされる46)。こ

れは、子どもが誕生したあとの夫の心情もアンビ

バレントであることを周囲も理解し、対応してい

く必要があることを示唆するものである。

【結論】

母親に育児不安をもたらす要因について探索に

した上で、それらの要因を軽減するような夫から

の支援を明らかにすることを目的として文献検討

を行った結果以下のことがわかった。

・育児不安の要因には、育児を一人で担う負担

感、社会からの孤立感、疲労、育児で生じた問

題に対する対処行動をとることができないが

あった。

・夫との会話が重要であるが、母親は夫との会話

には満足していないことや、自分の意図や感情

を相手に正確に伝える「記号化」スキルが高い

ほど夫からより多くのサポートを受けていると

認知し、その結果育児不安が低減される効果が

ある。

・育児期の母親と夫の会話の内容や言葉、言語的

コミュニケーションに関する先行研究はほとん

ど見られなかった。

•以上の結果から 、 育児期にある母親の心情に影

評する夫からの言語的コミュニケーションの内

容を明らかにすることが今後の課題である。
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